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はじめに
　
四世鶴屋南北の生世話物『桜姫東文章』が河原崎座で初演され
たのは一八一七年、 『東海道四谷怪談』が中村座で初演されたのが一八二五年。この二作品が書かれた江戸時代後期は、それまで続いてい 幕藩体制が崩壊しつつあった時代である。庶民たちは、幕府の厳しい風俗取り締まりが意味をも ず、既存の秩序が次第に崩壊し いくあやふやな世の中に翻弄さ ながら生きていた。善と悪の境目が曖昧になり、 期の無秩序 具現化した猥雑でグロテスクな美や性、エネルギーが発生する。南北はそれを敏感に読み取り、狂言作者として作品にその「時代」を描き込んでいた。それは、 『桜姫』で吉田家 息女桜姫が自らを強姦し権助と恋に落ち女郎の身分 まで堕落することや、 『四谷怪談』で伊右衛門がお岩を残忍にあしらう様子、毒薬のせいで醜くなっ
て憤死したお岩が執念深い幽霊の姿になって登場することなどに顕著に表されているといえるだろう。　
本稿では特に、 『桜姫』の桜姫、 『四谷怪談』のお岩という物語
の中心人物である二人の女性に注目し、その人物像や二作品に描かれる崩壊期の姿、 「悪」のもつ力につ て考察していきたい。
二章
　『桜姫東文章』の桜姫
　
桜姫は最初から「悪」の力をもった人物だったのであろうか。
私の考えでは、それは違う。桜姫は、どこかにそれを発揮する可能性を秘めていただろうとは思うが、権助に翻弄されるまで、天真爛漫で物怖じしない強さをもちながらも、不幸な運命からは逃れられない不憫な人物だった。そ どこかアンバランスで頼りない存在ゆえ、強力な「悪」の力をもつ権助に魅了され、支配されていくのだ。物語が始まった時点の桜姫の置かれた状況は 非常
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に特異なものである。まず、桜姫には頼れる人物がいない。一年前に父と弟は何者かに殺害され 吉田家の重宝都鳥の一巻は行方不明のままだ。また、同じ頃見知らぬ強盗 強姦され、その男の子供まで密か 産み落としてい に前世からの因果ゆえ桜姫の左手は開かず、許婚の悪五郎 はそれを原因に婚姻を破棄されている。この状況で桜姫は出家を決意し頑なに周囲の反対 押し切っ が、それは桜姫の自分の決定を行動に移す意思の強さを表現し のと同時に、そうしなければこの世 救いを見出せない辛い心境の表れ もいえるだろう。弟松若とその家来たちが吉田家の危機を桜姫に知らせにやってくる「新清水の場」そのような桜姫 姿が描かれる。桜姫は松若からの出家延期を求める言葉を一蹴するが、吉田家 息女である桜姫な ば、本来松若の話を聞かずに立ち去ることは出来ないだろう。家の危機を省みることが出来ないほど は追い詰められていた。　
しかし、桜姫は不憫な境遇に生きる姫では終わらない。桜姫の
アンバランスな面とは、絶望的な状況の中、ある人物を恋 慕っていたことに表れているといえるからだ。その人物こそ 桜姫を強姦した男、権助である。 「桜谷草庵の場」で 桜姫のもとに現れた権助は、桜姫の左手が開 たこと 理由に心変わり た悪五郎からの恋文を手にしていた。桜姫はその恋文を読むことはせ
ず、冷たく受け取りを拒否する。ここではまだ出家の決意は固い。しかし、権助が腕にある彫り物を桜姫に見せてしまった途端、その心は揺れ動くのだ。桜姫は権助と二人きりになると、早速自分の腕にある彫り物を見せる。桜姫は何者とも分から い盗賊を慕い、その腕にあっ ものと同じ彫り物を腕にしていたのだった。そして 盗賊の正体が権助だと確信すると再会した喜びを嬉々として述べ出家の決意を取 下げる 、権助の女房になると申し出るのだった。ここで描 れる桜姫は、恋 する一人の女性以上の何者でもない。 かし、そ 恋は二人の出会い、身分、何をとっても相当特異 ものだろう 常識 意に介さない の大胆な性格が分かるのと同時に、強姦された事実を受け止め ため、犯人である権助を愛することで現実から逃げ 希望を求める憐れな姿もみえるのではないか。権助が一年前に桜姫 みせた「悪」の色気は、桜姫の周りに蔓延していた「悪」を凌駕していた。その「悪」に夢中にな ことは、厳しい現実から逃げることを可能にするほどに桜姫にとって魅力的でもあったのである。　
桜姫はその後経巻を枕に権助と共寝をする。しかし、その幸せ
は長く続かない 悪五郎と清玄の弟子残月たちによって二人 密通は明るみに出てしまうからだ。だが、桜姫の密通の相手捕らえられたのは清玄だ。清玄の名の書かれた香箱が密通現場に
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落ちていたからである。初めは清玄の無実を訴える桜姫であったが、密通の相手を詰問されると権助の名前を出すことは出来ない。桜姫にとって、清玄を無実の罪人にすることなどよりも、権助を犯人だと告白することの方が辛いことだった。こうして悪気なく、桜姫にしてみれば仕方なく、清玄を絶望へ突き落 してしまう。このような は、既に権助 「悪」 身につけ始めているのでは いか。桜姫と権助にとって直接的に関係ない人物、清玄の運命を意識せず翻弄しているからだ。しかし、清玄はこ 運命の巡り合わせにつ て思い当たることはあった。清玄は桜姫が十七年前に心中を試みた相手、白菊丸の生まれ変わりだと気がついているのだ。桜姫は前世の となど知らない。知らないまま既に自分と無関係な人物 人生を狂わせるこ も厭わな という「悪」を無意識に発揮し、清玄を苦しめ それ すべのため、そして、桜姫が白菊丸 生まれ変 りだか である。清玄はそんな桜姫に翻弄され因果 恐ろしさ 知る 前世からの因縁は、清玄の片想いの形をとって桜姫と清玄を固 結び付ける。　
次の「稲瀬川の場」では、桜姫と清玄は共に河原で晒し者に
なってい 預けていた赤ん坊まで返され追い詰められた桜姫は、清玄に向かって身の上を嘆いて た。そこで非人頭の番八
は、清玄を還俗させて夫婦となれば素人衆に戻ることが出来ると助言する。権助のことを考え躊躇する桜姫も、素人に戻れると聞くとすぐに清玄に頼み込む。清玄も初めは断るが 桜姫 頼まれるうち承諾してしまう。清玄は女としての桜姫自身にも魅了されていたからだ。自分の身を守るため、悪気なく高僧清玄 破戒を勧め しま 点にも桜姫 もつ無意識の「 」としたたかさ みられる。　
清玄は桜姫に頼まれるまま破戒し、目の前で数珠を切ってまで
桜姫に肉体関係を迫る。清玄の姿 滑稽にすらみえるが、そこに清玄という人物の悲しさがあるだろう。前世から 因縁で結びついてはいるが、現世 桜姫にとって何 力ももたない だ。まだここでも桜姫は自分の前世に気づかない。桜姫 再び無意識に清玄の運命を翻弄して る である。だ 、無意識と いえ苦しんでいる は清玄だけで ない。桜姫自身も、そうとは気づかないうちに「白菊丸の生まれ変わり」という運命に翻弄されている。その後も言い寄る清玄の努力もむなしく、桜姫と 河原にやってきた悪五郎と吉田家の家来たちの抗争に巻き込 れ散り散り なり、赤ん坊を抱 た清玄と桜姫は離れ離 なるのだった。
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本当に一人になってしまった桜姫は、 「岩淵草庵の場」で、放
浪を続けるうちに残月と再会する。残月は桜姫への下心もあり元は桜姫の局である長浦と暮らす家に桜姫を招待するが、そこに権助まで現れる。権助は残月たちを家から追い出すと、再会を喜ぶ桜姫を尻目に桜姫を遊女として働かせる算段をする。桜姫は権助にやはり身を委ねてしまう。盲目的に権助に頼り、従うこ でしか自分の生き方 決定出来ない弱さを抱えてい のである。つまり、ここではまだ二人の間には、権助の「悪」に翻弄される桜姫という構図しかみられない。権助が桜姫の今後について相談しようと外出している間、激しい雷鳴に桜姫は怯えるが、雷鳴は意外な人物を舞台に登場させる。それ 、雷鳴で息を吹き返した清玄だった。桜姫が残月に連れて来 たとき、実は残月 家 は清玄がいたのである。清玄は病 臥せっており 赤ん坊共々邪険扱われて 。残月たちは清玄の持っていた香箱を金と勘違し、清玄に毒を飲ませて殺害しようと企 （そ 原因 香箱であるところで、やはり清玄が因果にとらわれていることが分かる。 ）毒のせいで顔に痣をつくった清玄は、恐怖か 逃げ出そうとす 桜姫になおも自分を受け入れるよう 懇願する。
　
そして、
頑なに拒否する桜姫にその胸のうちを語りだ 、つ に桜姫の前世について告白 。しかし、それでも桜姫に ってやはり迷惑
でしかなく、受け入れられることはない。前世、白菊丸のことを知ったところで変化はなかった。もみ合っているうちに桜姫は清玄を誤 て殺してしまう。そこへ帰宅した権助は、恐怖に怯える桜姫を連れ出そうとするが、清玄の幽霊に操られて戸惑う桜姫を介抱する権助の頬かぶりがとれると、その顔 は清玄と同じ痣があった。これは清玄の桜姫への執念が権助にまで移っ こ の表れで、死んでもなお桜姫を逃さない 着心の表れともいえるだろう。権助の痣を見て桜姫は驚くが、逃れら ない清玄 の因果を受け入れ、再び権助に身を任せる決意をする。桜姫が に対して発揮してきた無意識の「悪」の結果 受け入 た えでの覚悟である。　
それから桜姫は権助に言われるまま働きに出て、腕の彫り物か
ら「風鈴お姫」の名で人気の女郎となった。しかし、風鈴お姫は度々の鞍替えを余儀なくされる。枕元に男の幽霊が立つと噂されるからだ。その男は清玄であり、幽霊になって に執着している。 「山の宿町の場」で、再びの鞍替え ため権助の家 戻っている桜姫は、女郎言葉と姫言葉とが混ざり合っ 奇妙な言葉を話すようになっている これは、桜姫が自分を翻弄していた権助の「悪」の力を自分のも にしているからだろ 女郎として働くなかで猥雑で下世話な世の中を自分に取り込み、その中で生き
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ていく強さを身につけたのだ。いまや桜姫は権助に口答えすらし、権助とほとんど対等に話をするようになっていた。極めつけが権助の外出中に現れた清玄の幽霊に対するこの態度である。
桜姫
　
コレゆうれいさん。イヤサそこへ来ている清玄のゆう
れいどの。付まとう程な性があらば、ちつとは聞訳けたがいゝわな。 （中略）わらはゝその節は○ヲヤ又姫が出た。コレつうくつは出来ねへよ。サヽ消へな、帰りな。エヽわけのわるい。坊主客はこれが つとしい。コレいつぞや何といつたな、わらわ しら どそつちから、桜姫が前生は児白菊といやつたか は、いわばそなたにこつちから恨みこそあれ、恨まるゝ コレ、咄 ねへよ。それぢやアそつちがあんまり横といふものだ よ 恨つらみがあろうが儘、北白川に るならば、神祇官の吉田の館、禁廷の御政事をとり行ふ少将惟貞 どうして死霊が来られよふ○今こふしたしがねへ身になつている 思 て、みづからを見くびつて、壁に見たゆへ付きま ふか。世になき亡者 身を持て緩怠至極。エヽ消 て仕舞ねへよ。
清玄から逃げることしか出来なかった桜姫が、清玄の幽霊をきつ
く戒め退治する。清玄とのしがらみを受け入れ、 「悪」を身につけたからこその結果だろう。桜姫は権助に翻弄され世の中を漂泊したことで、猥雑な社会を生きる強さを身につけた。清玄の幽霊を退散させてしまうという、前世からの因果を断ち切るほどの「悪」の強 をもったのだ。退散す 前、清玄はある秘密を告白する。それは、権助が預かってきた、桜姫が邪険に扱ってい赤ん坊が桜姫の子供であること、そして 権助が清玄の実の弟であるということだ。赤ん坊が自分の子であ ことに気付けなかった桜姫はその身の因果を嘆き悲しむ。する 、そ に酒に酔った権助が帰宅する。そ からは次々に真実が明らかになる。権助が信夫の惣太で ったこと、父と弟を殺害 都鳥 一巻を盗んだ張本人であることを、酒に酔った権助が明らかにするのだ。権助が眠ったことを確認した桜姫は、何よりも信じ 信じることで生てきたともいえる権助 、愛する権助との子供 すことを決意する。
桜姫
　
コレ〳〵置（起）ねへな〳〵。モウいつぱい呑ねへ
か。ナ、コレ〳〵、○
トゆりおこす。権助一向たわいなき体。桜姫そろ〳〵床をはなれ、くだんの一巻を手早くとつてひ
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らき見る。
いまぞ吉田の家再興。父の敵も弟の仇も、只一ト時にみづからに、しらしめ給ふか。エヽ有難い○　
ト一巻を懐中して、密書を見て、
うたがいもなきせうこの密書○さすればふびんやこの幼子。　
ト取り上見て、うれいのこなしあつて、
父のさいごのこの刃もの、我が子も妻〔夫〕もげんざいの、○　
ト思入れあつて、有合う権助が羽織を抱子に打かけ、いろ〳〵とこなしあつて、
敵同士じや。南無阿み陀仏。
ト目をとぢて抱子をさし ろす。時のかねの頭。すごき合方。これより権助が方へ伺ひよ 夜着の上より突通す 権助手を追い、のたり出て、
権助
　
うぬはお姫か。何でていしゆを。
トつかみ懸る。桜姫又切付ける。 （中略）この内桜姫は権助を打留、こなしあつて。
桜姫
　
悪人ながらも親と子の、ぼだいの為の。
　
二人を殺害した桜姫は、権助をも超えた「悪」を身につけた。
権助を恋い慕い、従うことで生き抜いてきた以前の桜姫であったら、 殺害することなど到底出来なかっただろう。 は権助の「悪」に染まることで、権助 の因縁すらも断ち切ることを可能にしたのである。それは吉田家息女 ある桜姫にとっては当然の結末だが、権助の前での「女」 しての桜姫という側面から考えると悲しい結末ともいえる。夫 子供を殺すという絶対的な「悪」も、桜姫が生まれ変わるためには必要不可欠な「悪」だったのだ。この結末は、桜姫が前世と現世 両方での因果を断ち切り、新しい桜姫に生まれ変わったこと 表して る いえるだろう。
三章
　『東海道四谷怪談』のお岩
　
では、お岩は「悪」の力を初めからもっていた人物だったの
か。私はこれもやはり違うと考える。お岩も桜姫同様 初めは「悪」とは無関係な人物だった。お岩自身は悪など全く無縁であったといってもいいだろう。貧しい暮らし 中冷酷な伊右衛門の仕打ちに耐え続け死んでいったお岩は、自分を裏切った伊右衛門へ 恨みから幽霊となり初めて「悪」を発揮す 生前のお岩は、貧しい生活を必死で生きる真面目で慎ましい人物だった。そ
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の大人しい性格ゆえに、散々に苦しめられるのである。まず、序幕が始まってからお岩はしばらく登場 ない。生きてい 間のお岩は自分から物語を動かしていくような能動的な人物ではなかったことがここ 既に分かるだろう。序幕「浅艸（観世音）境内の場」では、伊右衛門の素行が気に入らないと娘のお岩を家に連れ戻していたお岩の父左 に、伊右衛門がお岩を返してほしいと頼み込む場面がある。だが、そ やり取りはお岩の全く知らないところで行われ る。どちらのもとに くかの選択 余地はお岩にはまったくない。自己主張を出来る立場にな ったのだ。伊右衛門は、左門にお岩の件を断られ御用金紛失の件で非難されると、左門に切りかかり残忍に殺害してしまう。ここで 右衛門は、殺人を何とも思わないぞっとするような「悪」を印象づける。　
次の場面では、左門と伊右衛門の間での出来事を何も知らない
お岩が帰りの遅い左門を探しに舞台上へやっと登場し 同じように夫を探しにきた妹のお袖と偶然出会う。お岩は自分自身の境遇と内証の勤めについて、またお袖 関しても耳にしていた賤 い商売について武士の娘として否定的な意見を述べるものの、結局はそうせざるを得ない辛さを告白する。お袖 お岩と同じように、貧しさゆえ夫 ある身でありながら体 売る商売をして
いた。二人は訳を話して体を許さずに金をもらっていると話すが、生活の困窮した様子が伝わってくる場面である。それでもお岩は、逃げ出すこともせず、改善策を求め わけ もなく、ただ諦め辛い現実を受け入れる。そし 、お岩の苦労は報われ ことなく、さらに悲しい現実が突きつけられる。お岩が左門 見つけたとき、左門は殺害されていたのだ 犯人が伊右衛門とは知らないお岩は、偶然のように声 か る伊右衛門の、仇 討つ いう言葉を素直に受け入れる。身重の体であり、誰も頼 ない にとって伊右衛門の言葉は心強かったことだろう。このよう 喜びがあったからこそ、後の伊右衛門 らの裏切りに対する恨みも強くなるのだ。　「雑司谷四谷町の場」でお岩は伊右衛門の家に戻り、男児を出産している。自分から連れ帰ったも の、貧しい浪人暮らし 伊右衛門にとって産後臥せってばかりのお岩は邪魔な存在になっていた。そこへ隣の伊藤家から、お岩の出産祝いにとおまきが贈り物を持ちやってくる。おまきが帰 た後、礼 行 ようにとお岩は伊右衛門に勧める。伊右衛門は伊藤家の主君高野家が民谷家の主君塩冶家と敵同士であるゆえにためらうが、お岩の熱心な勧めにより出かけていく。これがお岩のさらなる不幸と絶望 始まりだった。伊藤家へ出かけて行った伊右衛門は、家主喜兵衛から喜
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兵衛の孫娘お梅との結婚を迫られる。初めは妻のいる身と断る伊右衛門だが、最前おまきからお岩に贈られた薬が容貌の醜く変化する毒薬であることを知らされ、断られた 自害すると喜兵衛やお梅に脅されると、高野家への仕官を条件 承諾してしまう。不条理な現実は、いつもお岩の知らないうちにお岩を翻弄していくのだ。お岩はまだそ に抗う力などもたなかった。　
ここからの伊右衛門は「悪」の限りをお岩に尽くしていく。家
に戻り毒薬で醜く ったお岩を目 当たりにすると、何も知らないお岩に冷酷な言葉を投げかけ、お岩 悲願でもあ 敵討ちですら嫌になったと言う。これまで敵討ちのために伊右衛門 仕打にも耐え続けてきたお岩にとつては、こ 以上ない仕打ちだ。しかし、まだお岩は耐え続ける 伊右衛門の「悪」の力は抵抗出来ないお岩を執拗 、そして鮮烈に痛めつけるのだ。伊右衛門の「悪」は冷酷だが、冷酷なあまり清々しい で は観客を魅了することだろう。醜い形相 なったお岩は、伊右衛門の「悪」とは正反対の陰鬱さを背負いこんでいる。その後、再び出かけた伊右衛門は宅悦に金をやる代わりにお岩 不義をもちかけるよう唆す。宅悦 伊右衛門に脅 れ渋々お岩に言 寄るがきっぱりと断るお岩に刀を向けられ拒絶 れると、恐怖から衛門と伊藤家の企みを白状する。自分の飲んだ薬が毒薬であるこ
とを知り、鏡で醜く崩れた姿を見て愕然としたお岩は、それがお梅と伊右衛門が祝言をあげる めのことであったと知った。ついにお岩は次第にそれま の自分を超えた力をもち始めていく。死を覚悟したお岩にはもう伊右衛門と伊藤家への恨みしか残されておらず、浮世を生きるための常識など必要ないからだ。少しずつ「悪」を身につけるお岩はまず、産後しばらくお歯黒をつけてはいけないという世間の常識をものともしない。自分を捨てて若い女と祝言をあげよ とした伊右衛門への憤りは、そ までのお岩からは想像出来ない な新しいお岩の姿を作 上げてい 。怒り、悲しみ、恨み……限界まで我慢していた負 感情が次々に溢れ出す。
お岩
　
はゝのかた身のこのくしも、わしが死んだらどふぞい
もとへ。○アヽ、さはさりながらおかたみの、せめてくしのはを ふし、もつれし髪を、ヲヽ、そふじや。
トまた、唄になり、くだんのくしにてかみをすく。赤子なくを 宅悦、だいていぶりつける。この内、うた一つぱひに切れる。お岩、くだんのくしをとつて、思入あり。お岩はこのうち すきあげし落毛、前へ山のごとくにたまり ると、櫛とを一ツにも て、
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いまをもしれぬこの岩が、死なばまさしくその娘、祝言さするはこれがんぜん、うらめしきは伊右衛門どの。喜兵衛一家のもの共も、何あ おんにおくべきや。おもへば〳〵、エヽ、うらめしひ。
トもつたる落毛、櫛もろ共ひとつにつかみ、急度ねじ切る。髪の内より血だら〳〵、前なるたをれし白地の対ひ立へ、その血かゝるを、宅悦、見て、
宅悦
　
ヤヽヽヽ。あのおち毛から、したゝるなま血は。　
トふるいいだす。
お岩
　
一念とふさでおくべきか。
トよろ〳〵と立ちあがり、向ふを見つめて、いき引とる思ひ入。
　
お岩はついに絶命する。立ったままの死とは、壮絶な最期だ。
髪を櫛ですくたびに髪が抜けて血が流れるという痛々しい非日常が、お岩の生まれ変わりを彩っていた。お岩がもし、左門のようにあっさりと伊右衛門に殺されていたら、幽霊として生まれ変わることなどなかったのではないか。お岩は美しい死すら選ぶことは出来ず、死ぬ直前まで女、妻、武士の娘としての誇りを踏みにじられながら死んでいったからだ。生前耐え続け お岩は、死ん
で初めて爆発的な、しかし、陰鬱な「悪」を発揮していく。　
伊右衛門たちへ復讐は、内祝言をすませ民谷家へやってきた伊
右衛門とお梅の新枕の場面から始まる。伊右衛門は非常識にもお岩へのあてつけにと、お岩が寝ていた布団でお梅と共寝 しようとする。ここでも伊右衛門は不謹慎でふてぶてしい男 して描かれる。親しげにお梅に話しかける伊右衛門に、お岩は になりかわり答える。本来ならほほえましいこの場面も によって一気に恐怖と絶望によって塗り替 られてしまうのだ。
伊右
　
これ、花よめご。うつむひてばかり居ることはなひ。
はづかしくとも、顔をあげ、日頃の恋の叶うたこよひ、そんならめでた こちの人、わがつまかひのとわらふてくりやれな。
　　　　　
トよりそふ。
お岩
　
アイ。○こちの人、わがつまかひの。
ト顔をあげ、くだんの守りをさし出し、お岩の顔にて、伊右衛門を恨めしげに、きつと見つめて、けら〳〵とわらふ。
お岩が笑うことで、この場面の不気味さが際立つ。それまで伊右
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衛門に虐げられてきたお岩は、伊右衛門を笑うことで伊右衛門よりも優位 立った。伊右衛門の「悪」を、お岩も「悪」をもって笑うことが出来るようになっ のである。伊右衛門はそれま 見せつけていたお岩 再び対抗するどころか 恐怖に怯え狂乱しお梅を誤って殺害してしまう。さらに、お岩を殺害したという言いがかり つけ殺害し 小仏小平の幽霊の登場 せいで、喜兵 の首を刎ねてしまうのだ。一連の出来事を二人の執念が引き起こしたことだと理解すると、伊右 はすぐに念仏を唱える。伊右衛門はお岩の幽霊に立ち向かう気などない。こ 時点で、右衛 を凌駕する「悪」 既に会得 といえ だろう。しかし、お岩の恨みは、諸悪の根源のお梅と喜兵衛を殺し だけ は到底納まるも ではなかった。　
次の「砂むら隠亡堀の場」で、伊藤家の後家お弓とおまきはお
家の取りつぶ にあい、河原暮らしを余儀なくされていた。そこでお弓 大切にしていたお梅の形見のお守 が鼠 奪われてしまい（鼠は子年生まれのお岩の分身ともいえる生き物である。 ） 、鼠を追 かけるうちに川 落ちた末死んでしまう。お岩の執念による実にあっけない最期だ。お弓はというと、 後現れた伊右衛門によって川に落とされ死んでしまう。お岩 伊右衛門は、伊藤家という他者 対しては同じように「悪」の力を発揮する。伊右
衛門も、まだ弱者に対する「悪」は維持していたといえるだろう。その後この川には、伊右衛門がお岩と小平の死体を縛りつけて流した戸板が流れてくる。お岩は強い恨みをあらわにするものの、反対側に縛られた小平はあくまで主君の病気 治す薬を手に入れられなかっ 後悔を口にする。 （小平は主君の病気を治すめ伊右衛門から薬を盗んだことが原因で捕らえられ、お岩殺害の罪とお岩との不義をなすりつけられ殺された不幸な人物である。 ）お岩が憎悪から幽霊となり伊右衛門たちを苦しめてい ことに対し、小平は主君への忠義のために幽霊になっても伊右衛門にまわりついている。義理堅く気 弱い小平が、 ようにしつこく伊右衛門のもとに現れている も、恐らくお岩の「悪」 翻弄されてのことだろう。小平は一人で伊右衛門のもとに来て恨み言を述べることも、それ以上のこ もしないからだ。お岩の強大な「悪」は、自分の復讐に小平の幽霊も加担させていた。お岩と小平との正反対ともいえる描かれ方 、 の邪悪さ さら 引き立てているといえるだろう。　
大切「蛇山庵室の場」は、伊右衛門の夢の中の場面から始ま
る。鷹を探しに出かけた山奥の庵室で美女と出会った伊右衛門は、女と杯 交わし甘美な時を過ごす。伊右衛門は気づいていないが、美 の正体はお岩だ。ここで 美しく優雅な時間 、
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衛門の夢の中ではあるが、お岩の悲しい願望が表れた夢でもあったのではないか。これがお岩の夢でもあると考えられる証拠に、伊右衛門が女に自分の妻 悪女だと口にしたとき、それまで優美だった女の態度が豹変する場面を挙げることが出来る。夢の中さえも自分を裏切ろうとする伊右衛門に、お岩は怒りをあらわにする。伊右衛門の夢でありながら、伊右衛門に都合のいいようにはならない。お岩が自分の正体を告げ のと同時 鼠が襲 掛かり、雲が月を隠すとお岩も伊右衛門に気味の悪い幽霊 姿を現した。伊右衛門も刀こそ抜くも 、お岩の絶大な「悪」に敵うわけもなく追いつめ れる そして、目覚めた伊右衛門 病人の装いで庵室に臥せっている。お岩の執念によって衰弱した伊右衛門は、それまでの自身とは対極にある「忠義」ま もち出 、惨めにも再び表 たお岩の幽霊に許しを乞う。お岩は死んで伊右衛門以上の「悪」の強さ 伊右衛門たちへ復讐を試みていた 、いまや鼠と化したお岩 「悪」は伊右衛門が発揮した鮮やかな「悪」とは正反対に、薄気味悪く伊右衛門たちを苦 めるまでになっていた。　
伊右衛門が切望していた、事件の発端でもある高野家への仕官
も、仕官に必要な属託が鼠に食い散らかされ失敗に終わは伊右衛門とお岩の間での確執 直接関係の い人物、伊右衛
門の母お熊の喉に噛み付き食い殺し、源四郎まで首をくくらせて殺してしまう。そして、補手に追われる伊右衛門のもとに、左門・お岩の敵討ちを果たすため与茂七が駆けつける。立ち回りになり伊右衛門が刀を抜くと、数多の鼠がまとわり き邪魔をしてきた。その隙に伊右衛門を切りつける与茂七。さらに数多の鼠が伊右衛門に襲い掛かり、ついにお岩の復讐は終わりを迎えるのだった。
四章
　
桜姫・お岩の人物像からみる共通点・相違点
　
これまでの桜姫とお岩の人物像に対する考察をふまえ、二人の
共通点、相違点をみていく。（一）境遇・性格　桜姫は父と兄を何者かに殺害され重宝が盗まれてしまったこと
により、吉田家の姫でありながらもその生活は決して安泰ではない。頼れる者もいないうえ、左手 開かないせいで婚約も破棄されてしまうという不幸 境遇 る。お岩 また武家の娘でありながら貧 い浪人暮らしを余儀なくされ、夫の家からも連れ戻されている。そ て、その父 何者かに殺害されてしまう この二人に共通していえることは、どちらも「悪」が蔓延する世の中にただ一人で放り出されて るということだ。一見辛く不憫な境遇
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にある点は、二人の共通点であるといえるだろう。しかし、大きく異なっている点がある。それは、二人のそのような境遇に対する態度だ。桜姫は浮世を憂えて出家をしようという行動を起こす。それが現実逃避であったとしても、能動性をみせ 。それは桜姫が一度しか見ていな 、しかも自分を強姦した男に恋をして男と同じ彫り物を自分の腕に彫 という奔放な行動にもみられ、権助の登場であっという間に権助に身 任せる決意 するところにもみられる。桜姫は自分の不幸に 目を背けながらも、そこから抜け出す手段は考えていた。 が、お岩 違う。まず、左門が伊右衛門の とからお岩を連れ戻したとき、お岩が抵抗した様子は描かれない。さらに、左門との貧しい暮らしでも、自分がそれに耐えることで暮らしていこうという現状維持 姿勢を貫く。親孝行で優しい人物 あるといえばそれまでだが、お岩には自分の人生、ひいて 世の中を諦観 るような様子 みられる。それは伊右衛門のお岩へ 仕打ちに対しても だ どんなに辛仕打ちへも、お岩は声を荒げること なけ 、反抗的な態度をとることもしない。お岩はあまりにも常識や善悪 いった規範に縛られていた。真面目な 自分で環境を変えようと活動することはなく、ただ受動的に自分の運命を受け入れる。そんな二人の自分の境遇に対する対応の仕方の違いには、 「姫」 「浪人の
娘」という大きな立場の違いが一つの原因として表れていると考えられるだろ 。現在は不安定といえ姫として大切に育てられた桜姫と、貧しい中必死で生きてきたお岩には、根本的な考え方の違いがあるからだ。もちろん、二人 対極ともいえる性格はそれだけが原因ではない ろう。しかし、行動を決定するうえで、それまで自由な生き方が許されたか、許されないかでは大きな違いがある。（二）権助・伊右衛門の存在　桜姫もお岩も、一人の男によってその人生を翻弄される。桜姫
にとっては権助、お岩にとっては伊右衛門 。権助は実 信夫の怱太という盗賊で、桜姫の父 弟を殺害し都鳥の一巻を盗むという吉田家零落の原因を作った張本人である。さ に、桜姫 強姦しており、桜姫にとっては敵以外の何者でもない人物だ。しかし、桜姫は権助の「悪」に魅了さ 、愛する権助に付き従うことで自分の身にも「悪」をとりこんでいく 権助は極悪人であったが、権助の「悪」には桜姫 惹き付ける色気と力強さがあったのだ。そして、伊右衛門 という 、権助ほどの堂々とした悪人はない お岩に対する残忍な仕打ちや数々の悪行を考える 確かに悪人ではあるが、お岩の幽霊 つきま われるとあ さり 降参し、それまでの態度を一変させる。少し情けなくも見える男で
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ある。だが、やはり生前のお岩や小平といった弱者に対しての伊右衛門の非情な冷酷さは清々しささえ感じてしまう「悪」といえるだろう。お岩はその「悪」に踏みにじられたからこそ、それに立ち向かう強大な「悪」をもったのだ。　
そのような権助と伊右衛門への桜姫とお岩の接し方もやはり正
反対だ。桜姫は権助を愛するがゆえに、自ら進んで権助の言葉に従っている それ 姫から非人、遊女になることも躊躇しない盲目的な愛の強さをもつ。反対に、お岩は父の敵討ちを任せるため仕方がなく伊右衛門に従っている。お岩は伊右衛門の「悪」に虐げられ恨みを募らせるが、ついに死んで幽霊と ることで自分にまとわりつく「悪」を発揮する。伊右衛門を信じる愛がなかったとはいえないが、お岩が の冷酷な扱いに耐え のは、伊右衛門への愛情以上に、お岩が道徳的な規範を重視す 人物であるからだ。しかし、二人のそれぞれの男に対す 態度は正反対でも、待っている結末は似通っている。桜姫は権助を殺害し、吉田家の再興のために活躍する。お岩は伊右衛門に関係する人間を根絶やしに、敵討ち と伊右衛門に切りかかる与茂七の手助けをし、伊右衛門に鼠をけしかけ苦しめ復讐を完結さ 。桜姫にとって権助は、桜姫だけでは手に入れることの出来なかった「悪」を享受し、その「悪」によって桜姫の抱える根本的な問
題を解決することを可能にした人物だ。お岩にとっての伊右衛門は、時代や境遇に束縛され生きることしか出来なかったお岩に「悪」を見せつけ、それに対抗するための「悪」をお岩に身につけさせた人物だ。権助がいなければ桜姫は因果に縛られ、その身の不運を嘆くことしか出来なかったといえ ので、敵であったとはいえ、権助は新しい可能性をもたらした人物である。そして、お岩にとっての伊右衛門は、生前抵抗できなかったお岩に復讐という目的のため能動的に動き、周囲を翻弄する力を与 たという点で、同じくお岩に可能性を与えた人物であ といえるだろう。（三）清玄・小平の存在　ここまで正反対な点が印象的であった桜姫とお岩だが、どちら
も無意識のうちに似通った行動をしていると う興味深い点もある。それは桜姫の清玄、お岩の小平に対しての態度 桜姫は前世からの因果でつきまとう清玄を知らず知らずに翻弄し ついには誤って殺害してしまう。まったく悪気なく 幸にして ま という「悪」を、桜姫は清玄相手に存分に発揮する。最終的に桜姫は権助に翻弄され ことで身につけた「悪」をもって清玄 幽霊を退散させるが、それが初めて が意識的に清玄へ発揮した「悪」である。それまでの清玄と桜姫の関係とは、清玄の強い執着心と桜姫の無意識のもたらしたものであり、二人の関係は桜
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姫と権助以上に特異なものといえる。そして、お岩はそもそも直接関係のない小平を、自らの復讐の舞台に登場させている。小平はお岩を殺害したと言いがかりをつけられ伊右衛門に殺害されているので、お岩にも多少の恨みがあるかもし ない。 かし、お岩は小平と生前何の関わりもな のだ。お岩は本来血なまぐ い復讐など望んでいない小平まで伊右衛門への復讐に参加させる「悪」を、桜姫同様無意識に発揮している。お岩と小平の関係は、桜姫と清玄以上に奇妙 ある。二人を結びつけるも は特 なく、お岩の邪悪さが小平を復讐に引っ張りだすという無理矢理さが強調されているからだ。そこにお岩のもつ「悪」の力の強大さがみられるといえるだろう。桜姫も も、意図的にではなく第三者にその「悪」をみせつけ運命を翻弄してしまうという点は、共通していると考えら る。（四）結
　
末
　『桜姫』でも『四谷怪談』でも、その結末ははっきりと描き尽されてはいない。桜姫は権助を殺害し都鳥の一巻を取り戻すが、人殺しとして捕手に追われ、最後は葛籠に隠れたまま姿を見せない。吉田家の家臣たちのお家再興を約束する言葉で幕は閉じ、桜姫がどうなった かは分からないままだ。もちろん桜姫は吉田家の息女としての使命を果たし、その身を縛りつけて た因果とも
縁を切ることが出来たので、結果的に未来のある明るい結末といえる。しかし、主人公の桜姫が人殺しとして追われ、行方がしれないまま終わ のはすっきりしない結末 も考えら るだろう。そして、それと同じことが『四谷怪談』に い る。与茂七によって伊右衛門は切り付けられ、お岩も鼠を用いて伊右衛門に襲いかかるが、伊右衛門が絶命したのか、お岩がその後成仏したのかは不明のままである。お岩は伊右衛門以外の執念の相手には確実にとどめを刺し いった ただ伊右衛門 血縁者 あるとう理由だけで、お岩にはほとんど無関係な人物まで殺害 てきたのである。しかし 与茂七の登場によって、 へ 復讐はお岩 手でなされたものとは言い切 うえ、伊右衛門 死んだかははっきりと描 れな ので何か不完全な ま幕が閉じる。それまで 登場人物に対 ての に 悲惨 最期を期待して観ていた観客としては少し疑問 残る結末であっただろう。お岩が伊右衛門への復讐に納得して成仏した もよく分からないままだ。桜姫もお岩も、直前まで物語を通 そ 身 構築した「悪」を凄まじく発揮するものの、結末の場面に至っては曖昧に姿を消してしまうのである。このような最後の最後で観客を煙に巻く様子は、桜姫、お岩のどちらの描かれ方にも共通 ていえることであると考えられる。
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だが、この二作品が書かれたこの時代は、まさにこの二作品に
描き出されているような「悪」が蔓延していた時代だ。秩序が乱れ、善悪の境目も曖昧になっていく時代。そのような時代に生きた観客たちにとって、単純明快 勧善懲悪ではなく、 「悪」が今もどこかに潜んだままであるよう 曖昧な、決して「悪」を否定せずに生かしたまま しておくとい 結末は、とても身近なものであった 違いない。 「悪」がすぐ隣で渦巻く社会を生きる人々にとっては、 「悪」がきれいに消え去ることをよしとする物語ど絵空事 しかなかったのである。
五章
　
おわりに
　
桜姫とお岩。二人は自分のおかれた境遇から逃げ出す、我慢す
るという正反対の行動を見せた人物たちである。それは、脚本が書かれた当時の人々 生き方 重なる部分があっ のではないか。権助や伊右衛門が桜姫とお岩を翻弄したように、自分の周りにも息づく「悪」とどのように付き合 いく 。それまでの善悪の規範や常識といった秩序 崩壊していく幕末の時代を生きた人々は、選択を迫られたこ だろう。桜姫のように美し 鮮やかな「悪」にどこまでも染ま ていくか、お岩 猥雑「悪」に抵抗するため力強く無慈悲な「悪」を手にするか。どの
みち、蔓延する「悪」と無関係でいることは難しかったのではないだろうか。　
どちらの物語も曖昧なまま幕が閉じてしまうことを、私は前章
で指摘した。それは、作者鶴屋南北が、 「悪」に可能性をみていたからこその結末といえるのではないかと考える。例えば、桜姫が二人を殺害してお家の再興を約束した後捕らえられてしまったら、 「悪」がもたらした桜姫の生まれ変わりという希望よりも、桜姫が手にし 「悪」を否定されるべきものとする意味合いのほうが印象づけられてしまう。ま 、お岩にしても、お岩 怒りと悲しみにまみれた壮絶な死の後に自分のも た「悪」が伊右衛門を殺したことで消え去ってしまっ ら それは目的を果たした「悪」は消滅しなけ ばなら い のと て 単に伊右衛門という「悪」を「悪」 よって懲らしめた物語 し 完結してしまう。そ はしないことによってどち の作品も幕が閉じた後の展開を想像する余地をもたせ、果たし この世界に潜む「悪」 は何なのか。それはただ批判の対象なのかと考えさせる とに成功したのだろう 崩壊期を生きた人々 と とは無関係なものどころかとても身近なものだったのである。　
こうして、二人の女性の人物像を論じ、そこに描かれる「悪」
について考察する とで、南北の描き出した時代そのものにまで
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考えを深めることが出来た。桜姫もお岩も、突飛な行動をしてしまうとはいえ、決して私たちとかけ離れた人間ではない。二人はそれぞれの生活を 自分に出来る方法で必死に生きた人物たちである。そして、境遇と人間関係（特に恋愛関係）が をどのようにでも変えて まうことは 私たちも身に覚えのあることだろう。ここでは崩壊期という言葉を使用したが、これは決して過去のことではなく、現代の私たちの生きる時代にも当てはめが出来るの いか 先行き 明るいとは言い切れない時代、まさに「悪」が静かに活動する社会を生きる現代人 とっても、桜姫とお岩の生涯は自分自身 そして、自分 社会を省みることの出来る鏡であるといえ
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